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移住先での暮らしのヒントになる
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今回は京都市から亀岡市に移住された岡本祐一

さんにお話を伺いました。

岡本さんが都会の喧騒から逃れ、 生活にゆとり

を持つために亀岡市に移住したエピソー ドをご

紹介。 京都市からの移住を決意した背景や亀岡

市を選んだ理由、 都会と自然の調和がとれる環

境によるワー クライフバランスの向上など、 移

住を考えている方へのメッセージが詰まったお

話をお聞きしてきま した！

森の京都での暮らしのヒントとなる

ような情報を発信する「森の京都移

住・定住マガジン」がスタート！！
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岡本祐一さん

おかもと  ゆういち

京都市出身。都会の賃貸マンション暮らしから、

新住居と新たな環境を求めて 2008 年に亀岡市篠町

の新興住宅地に移住。 癒やしのある自然の素晴ら

しさと、暮らしの中で様々な人とのつながりに気

づかされるような、ちいさな街ならではの「やさ

しい関係」に魅力を感じて暮らしている。

Profile
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岡本さん：生活にゆとりを取り入れたいと思っ

たからです。以前は京都市内に住んでいたので

すが、結婚して 7 年ほどが経過したタイミングで、

当時は賃貸物件に住んでいたのですが、家賃や

管理費、駐車場代を払っているということは、

住宅ローンを払っているのと一緒だなと感じは

じめ、それであれば家を建てたいなと思い、また、

生活や環境の中にも都会では得られないゆとり

を求め、亀岡市に移住することに決めました。

ー 亀岡市に移住されたきっかけは？

岡本さん：はい。 京都市内に住んでいるときは仕

事の日は帰って寝るだけという日々を過ごして

いたのですが、 亀岡に住んでからは通勤のときに

も自然の景色をみれたり、 虫の鳴き声が聞こえた

りして、 ほっとした気持ちになることができてい

ます。 移住前に比べて、 仕事と生活の調和が図れ

るようになったと感じています。

ー亀岡市は都会と田舎、 どちらの良いところ

も持っていますもんね。 移住された当時が京

都市内、 現在が長岡京市内まで電車通勤され

ていますが、 実際に通勤されてみてご負担等

はないですか？

岡本さん：たくさんあるのですが、 特に魅力だと

感じていることは 2 点あります。

1 点目は、日常の生活のなかで自然を感じられる

ことです。 実は移住後に仕事がとても忙しく心身

とも に疲弊してしまい会社を休まざるを得ない時

期がありました。

ー 岡本さんが実際に住んでみて感じられてい

る亀岡市の魅力について教えていただけます

でしょうか。
岡本さん：はい。 滋賀県になるのですが、 瀬田や

南草津あたりも検討していました。

ー 生活にゆとりを取り入れたいと思われたこ

とがきっかけなんですね。 移住を検討する際に

亀岡市以外の地域も検討されたんですか？

岡本さん：一番は都会的な利便性を有しながら

も豊かな自然に恵まれているという点ですね。 私

の母親の田舎が和歌山の日高川町というところ

で、 子どもの頃に夏休みなどでよく帰省していた

のですが、 そのときから自然豊かな環境に魅力を

感じていて。

移住に伴い転職等は一切考えておらず、当時の

職場が京都市内であったため、通勤にも非常に

便利かつ日々の生活から自然を身近に感じるこ

とのできる亀岡で家を建てることに決めました。

ー 滋賀県内も検討されたんですね。 比較され

た結果、 どのような理由で亀岡市を選ばれたの

でしょうか？

仕事を変えずに

ゆとりある生活を求めたことが

きっかけ

亀岡の魅力は自然と

コミュニティの結びつき



その時期は朝 7 時に出勤して夜の 23 時に帰ると

いう毎日で、 自身に課せられた責任を果たせるよ

う頑張っていたのですが、気力がもたない状態

になってしまい、働きたくても働けなくなって

しまいました。その時にリハビリを兼ねて自宅

近くの山を散歩するようにしたのですが、オオ

ムラサキという蝶々を目にして感動したり、様々

な動物に触れることで、自身もそんな動物のひ

とりなんだなと気付くことができ、 一気に気持ち

が楽になったんですね。

気持ちが楽になったことで仕事に復帰すること

ができ、 今でも継続して働くことができているの

ですが、 もし移住前の京都市に住んでいるときに

同様の状況に陥っていたら、 きっと仕事に復帰す

ることができなかったと思うので、 亀岡に住んで

いて本当に良かったと感じています。 ▲実際のチューリップアートの様子

2 点目は、 人との繋がりです。

京都市内に住んでいるときは地域のなかで人と

の繋がりを実感するということはなく、 私がその

地域 に住んでいることを、 多分誰も知らないし、 

どんな人だろうが全く関係ないという感じだっ

たと思う んです。

一方で亀岡は身近なコミュニティが充実してい

て、 人と人の距離が非常に近いです。 人と人の距

離が近く、 地域のなかに繋がりがあるため、 ひと

りひとりがお互いへの思いやりを大切にしてお

り、 日常から助け助けられの関係を築くことがで

きています。

実際に私が代表を務める市民団体｢Team DO IT !!!｣

の活動で、約 5,000 個のチューリップの球根を用

いてチューリップアートに取り組んだときに場

所の確保に苦労したのですが、 人との繋がりから

サンガスタジアム近くの畑を貸してもらえるこ

とができました。

亀岡には困ったときだけでなく、 何かを始めたり

チャレンジしようとするときにも応援して下さる

人がたくさんいるので、 新たに何かを始めようと

考えられている方にはとてもおすすめの街です。

▲市民団体｢Team DO IT !!!｣さんは、チューリップアート

以外にも子どもから大人までが参加できるサツマイモ

の収穫体験など様々な活動に取り組まれています。 

亀岡に興味をお持ちになられた方はまず｢Team DO

IT !!!｣さんの活動に参加してみてはいかがでしょうか。
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岡本さんのお話、いかがでしたでしょうか。

仕事はそのままでよりライフワークバランスを充

実させたい方や、何か新しいことにチャレンジさ

れたい方にとって、 何かしらのヒントを得ていた

だけたのではないでしょうか。

また、「移住を考えているけど何から始めたらい

いのか分からない」と思っている方に関しては、

まずは「叶えたい暮らし」というものを明確にし

てみてはいかがでしょうか。

きっと自分たちに合う地域というものが見極めら

れるようになるはずです。

「叶えたい暮らし」の明確化と

地域に足を運ぶことを大切に

▲ 岡本さんはサンガサポーター。
亀岡駅前のサンガスタジアムby KYOCERAでのスポーツ
観戦もおすすめ。

岡本さん：まずは「叶えたい暮らし」というも

のを明確にすることが大切ではないかと思いま

す。「叶えたい暮らし」が明確になることで必然

と条件や優先順位というものがはっきりして、 自

分たちに合う地域、 合わない地域というものを見

極められるようになるのではないでしょうか。

あと、移住する前に気になる地域には足を運ん

でみるということも大切だと思います。私の場

合、移住する前に仕事で何度も亀岡に足を運ん

でいてある程度、 街のことを知ることができてい

たので、 移住後の生活がイメージでき、 実際に移

住後のギャップというものもありませんでした。

実際に自分の足で街をウロウロしてみないと分

からないこともたくさんあるので、一次情報を

大切にしていただければと思います。

ー 最後に移住を考えている方へのアドバイス

をお願いします。

岡本さんの活動を
もっと知りたい方はこちら

岡本さんとお話してみたい方や会って

みたい方は森の京都 DMO までお問合

せ下さい！

市民団体｢Team DO IT !!!｣

https://www.facebook.com/teamdoit.
kameoka/
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Instagram
@teamdoit_kameoka

https://www.facebook.com/teamdoit.kameoka/
https://www.instagram.com/teamdoit_kameoka/?utm_source=ig_embed&ig_rid=be54c180-babb-4127-a7cb-f458c79bf187&ig_mid=0E3FAA33-C716-4B37-8C26-323AD8048BFB


今回は京都市から亀岡市に移住された小澤亜梨

子さんにお話を伺いました。都会から自宅アト

リエヘ。デザイナーとしての新たなキャリアや暮

らしを求めて亀岡へ移住した小澤さん。亀岡へ

の移住に至った動機や理想の暮らし、心地よい人

との関係性について語っていただきました。
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森の京都での暮らしのヒントとなる

情報を発信する「森の京都移住・定

住マガジン」の第二弾！ ！
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小澤亜梨子さん

おざわ  ありす

1991 年、京都府八幡市生まれ。作家・イラストレー

ター・グラフィックデザイナー。2017 年から 2021

年にかけて、放課後等デイサービスのアートプロ

グラムの講師や、就労継続支援 B 型事業において

のパッケージデザインなどに携わり経験を積む。

2020 年よりステンシル技法で描いた絵を発表し始

めたことを機に、イラストレーターとしての仕事

を本格的にスタート。2022 年 7 月から亀岡に住み

始め、週末は自宅の一部を「3 じのアトリエ」と

してまちに開く試みをしている。

Profile
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小澤さん：前職で勤めていた京都市内の福祉施

設を退職するとなったときに、転職ではなくフ

リーランスのデザイナーとして活動しながら、

自宅に拠点を構えてアトリエ活動に取り組んで

いきたいと考えたことがきっかけです。

ー 亀岡市に移住されてアトリエをはじめら

れたきっかけは？

小澤さん：前職を辞めるか辞めないかというタ

イミングで、 みずのき美術館（亀岡市）さんとお

仕事をさせていただくことをきっかけに定期的

に亀岡に足を運ぶことになりました。 その際、 た

だ通うだけでなく、 まちに暮らしている方々と交

流することもでき、 京都市内から近いにも関わら

ず自然が身近にあり、 人と人の距離も良い感じで

とても素敵な場所だと感じました。

ーもともと亀岡でお仕事をされていたことも

移住の決め手ということですが、 この点につ

いて、 もう少し詳しくお聞かせいただけます

でしょうか？

小澤さん：とても些細なことですが、 まちに暮ら

している人と何か用事があるわけでもないのに気

兼ねなくお話できたときに実感しました。 ひとつ

エピソードをお伝えすると、 仕事で初めて訪れた

地域を歩いていたときに、 ある畑に変わった植物

が生えているのを見つけてそれをまじまじと観察

をしていると、 そこの畑のおばあちゃんが「珍し

いでしょ」と声をかけてくれました。

京都市内に住んでいているときには、 まちに暮ら

している人と挨拶すらしたことがなく、 自宅とい

うのは職場との行き来だけの場所という風に感じ

ていたので、 まちに住んでいる人とフラットに

しゃべれたという経験がすごく心に残り、 人と人

の距離感がとても素敵だと感じました。

ー ただお仕事をするだけでなく、 地域の方々

との交流の機会もあったんですね。 「人と人の

距離が良い感じ」という部分について、 何か

エピソー ドなどあればお聞かせいただけます

でしょうか？

小澤さん：大きく２つあります。一つ目は、亀

岡で希望の条件にマッチする物件に巡り合えた

ことです。アトリエ利用ができかつオシャレな

物件を探していたのですが、京都市内で気にな

る物件はどこも家賃が非常に高くて条件がマッ

チしませんでした。二つ目は、移住する前にお

仕事で亀岡に通う機会があったことです。

ー 様々な選択肢があったと思うのですが、な

ぜ亀岡を選ばれたのですか？

自然も人と人の関係性も

ちょうど良い距離感
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また、 フリーランスというキャリアチェンジを選

択することに最初はとても不安がありましたが、 

亀岡の中にはさまざまな活動や仕事をされている

先人の方がいて、 ちょっとした話をしたり、 聞い

たりできる場所が数多くあることも非常に心強

く感じています。 日常の暮らしのなかに気軽に立

ち寄れる場所、 自分を元気づける場所があるとい

うことは大きな安心感につながっています。

小澤さん：最初の方は電車の本数が少ないこと

に戸惑いました。最寄駅が並河駅になるのです

が、本数がだいたい一時間に一本ぐらいで、 電車

でどこかに出かけるにしても早く着いてしまう

か、 遅く着いてしまうかで、 大変だなと感じてい

ました。 ただ、 慣れてくるとある意味、 余裕を

もって行動するということにつながり、 問題なく

なりました。

余談ですが、 京都市内に住んでいる友人などから

とても気を遣われます。

亀岡は遠いというイメージを持っている人が多

いのか、 「京都市内まで出てもらうのが申し訳な

い」と言われることが頻繁にありますが、全然

遠くないです。( 笑 )

ー 逆に移住をされてみて不便に感じたことや

困ったことなどはありましたか？

小澤さん：移住して一年以上経ちますが、今ま

で大変だと感じたことはありません。 地域のなか

でお互いを意識し合っているということは日々

感じていますが、 決してガツガツ踏み込んでくる

わけではありません。私自身もどちらかという

と人見知りで、ガツガツこられると構えてしま

うので、ちょうど良い距離感だと感じています。

ー ありがとうございます。移住を検討するう

えで地域で暮らしている方々とのお付き合い

が大変なのではないかと心配される方がい

らっしゃいますが、その辺りはいかがでしょ

うか？

小澤さん：まず、 自身の拠点となる場所を持つと

いうことがブランディングに繋がり、 自分のやり

たいことや目指していることを明確に言語化す

る手助けになりました。

ー フリーランスのデザイナーとして新たな

チャレンジをするうえで亀岡という地域を選

んで良かったなとお感じになられていること

はありますでしょうか？

日常の暮らしのなかに自分を

元気づける場所があることの

安心感



小澤さんの活動を
もっと知りたい方はこちら

08

小澤さんのお話、 いかがでしたでしょうか。 特に

新しいキャリアに挑戦したい、 自身で拠点を構え

たいと考えている方にとって、 大きなヒントに

なったのではないでしょうか。

夢を叶えたい人、 自身の可能性を広げるためのヒ

ントを探したい方はぜひ一度、 亀岡に足を運んで

みて、 小澤さんをはじめとする先人の方々とお話

をしてみてはいかがでしょうか。

小澤さんとお話してみたい方やお仕事

の相談をしたい方は森の京都 DMO ま

でお問合せ下さい！

小澤さん：自分の理想の在り方や暮らしという

ものについて徹底的に考えることが大切だと思

います。私自身、 前回の引っ越しでは都会が好き

だと思い込んで京都市内に住んでみたのですが、 

結局、合いませんでした。 本当は身近にちょっと

した自然というものを必要としていたにも関わ

らず、 自身の本当の気持ちに自を向けることがで

きていませんでした。

ー 最後に移住を考えている方へのアドバイス

をお願いします。

小澤さん：頭の中で考えるだけでなく、 こういう

場所に住みたいとか、 こういう暮らしをしたいな

どを紙に書いて洗い出してみるといいのではな

いでしょうか。私の場合、 洗い出したうえで、 理

想と重なる写真をたくさんみてイメージを膨ら

ませるようにしていました。

また、 私はエッセイなどを読むのが好きなのです

が、 好きな作家さんや尊敬している作家さんの在

りたい姿や暮らし方というのも参考にしている

ので、 皆さんも憧れの人の暮らし方を調べてみる

とヒントがみつかるかもしれません。

ー 自身の理想の在り方や暮らしを考えるうえ

で、 何かヒントなどはありますでしょうか？

憧れの人の暮らし方を

調べてみるとヒントが

みつかるかも

オフィシャルサイト｢studio.A｣
https://studiodota.com/

3じのアトリエ
https://studiodota.com/workshop-ateli
er.html

Instagram
@dot_a_art

X ( 旧 Twitter)
@dot_a_art

https://studiodota.com/
https://www.instagram.com/dot_a_art/
https://twitter.com/dot_a_art
https://studiodota.com/workshop-atelier.html

